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第１章　はじめに

1．ガイドラインの位置づけ

2．松本市の景観特性

3．ガイドラインの構成
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に

1. ガイドラインの位置づけ
■ガイドラインの目的
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2. 松本市の景観特性

❶眺望型景観

❸軸型景観

❷環境型景観

2-1. 俯瞰的な視点から捉えた松本の景観特性
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2-2. 身近な視点から捉えた松本の景観

❹水

❶人々の暮らし ❷美しい自然 ❸歴史風土
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3. ガイドラインの構成
3-1. 松本市景観計画に基づく景観形成の制度概要
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3-2. ガイドラインの構成
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田 田園集落系 住 住居地系 商 商業地系 工 工業地系

※自然緑地系地域 ( 自然公園地域 ) は、自然公園法の基準により行為の制限を行っています。

3-3. ガイドラインで用いるアイコン、用語

■景観計画の抜粋箇所

■アイコン

■写真

■用語

■アイコン

共通

第３章

景観計画 P○参照
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3-4. 公共施設のデザインガイドライン等
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第 2章　景観形成の目標

1．地区の景観特性

2．景観形成の基本的考え方

3．俯瞰的／身近な視点から捉えた本地区の景観

4．景観形成の目標
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観
形
成
の
目
標

景観計画 P30 参照

景観計画 P30 参照2. 景観形成の基本的考え方

1. 地区の景観特性

3. 俯瞰的／身近な視点から捉えた本地区の景観
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2-1 ●●●

⑫
梓
川
地
区景観計画 P36-40 参照

3-1. 俯瞰的な視点から捉えた本地区の景観
（１）景観軸

河川軸
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3-2. 身近な視点から捉えた本地区の景観
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4. 景観形成の目標
■用途地域外





第 3章　景観形成基準

1．建築物　高さ・配置

2．建築物　形態意匠

3．建築物　色彩・素材

4．建築物　外構デザイン ･敷地緑化

5．工作物

6．建築物／工作物　駐車場

7．建築物／工作物　夜間景観創出

8．屋外物件堆積 ･土地の形質の変更ほか

⑫
梓
川
地
区

15
 景観計画デザインガイドライン
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形
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基
準

敷際 ( しきぎわ：道路に面した敷地部分 ) に十分な空地を確保し緑化します。

十分な敷際空地と緑化

十分な
植栽スペース

1. 建築物　高さ・配置

1-1. 高さ

1-2. 配置／道路からの位置

建築物は山並みのスカイラインを分断しない高さに抑えます。

建物上端が山の稜線を超えない

稜線

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

工作物

外構デザイン

⑫
梓
川
地
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 景観計画デザインガイドライン

植栽緑化

↑十分な敷際スペース

1-3. 配置／敷地内配置

土地の名峰を通りからも望める建物配置とします。

【アイルランド】
往来からの名峰望見

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を

よ
け
た
建
物
配
置

隣接建物との間隔を確保し、宅地境界部に生じ易い隔絶感をなくします。

宅地境界部

住戸住戸住戸

緑
の
空
隙

緑
の
空
隙

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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基
準

既存樹を活かした配置構成で敷地の印象を高めます。

既存樹を活かした建物配置とします。

【伊那市】

工場

駐車場

既存の樹木

既
存
樹
の
活
き
る
敷
地
構
成

【ドイツ】

背景の山容や周囲の家並みに馴染んだ形態とします。

地域旧来の住戸形式が生む農村らしい風景

背景の山容に合った勾配屋根

2. 建築物　形態意匠
2-1. 周辺景観との関係性

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変
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 景観計画デザインガイドライン

第３章　景観形成基準

向かいの伝統的建物に
呼応したデザイン

向かいの伝統的建物

蔵をモチーフにしたデザイン

2-2. 建築物自体の意匠性

立体的なデザインで表情を作る

造形的なデザインや色彩の工夫で表情を作ります。

景観形成基準の解説
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景
観
形
成
基
準

植栽により、エントランスの表情を作ります。

和風植栽で表情がエレガントな土蔵店舗

勾配屋根と軒の出が農村集落に合った家並みを守ります。

勾配屋根
軒の出

ゲーブル ( 切妻壁、立ち上り壁 ) で表情を作ります。

玄関前の植栽で潤いのある表情になる

玄関前の植栽

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変
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 景観計画デザインガイドライン

スカイラインとしての調和が感じられる建物上端部を整えます。

調和を感じる
スカイライン
の上端部

2-3. 屋上設備・建物スカイライン

【福岡市】

第３章　景観形成基準

新設 既存 ( 土蔵 )

隣接土蔵に合わせたデザイン

地域様式に沿ったデザインで風土に馴染んだ印象とする。

農村部に合った和風形態

周囲の伝統的な建物に呼応したデザインとします。

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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ルーバール

ルーバーとは羽板 ( はいた：細長い板 ) や羽板状の金属製具を平行に組んで並べたものの総称です。羽板の角

度によって目線の遮断や日よけ、雨よけ、通風、換気などの目的で使用されます。

屋根部分と同化した囲いで屋上設備を遮へいします。

屋根と同化した木製囲い

【軽井沢町】

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

⑫
梓
川
地
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 景観計画デザインガイドライン

屋外階段をルーバー等で覆い、建物本体との調和を図ります。

室外機等住宅付帯設備の遮へいを建物と同化する形で行います。

2-4. 付帯設備／付帯施設

室外機を木製の格子
の囲いで遮へい

ルーバー＋壁で覆った階段部と
建物の一体化

ガラス壁面で
覆った階段部
と建物の一体
化

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説
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景
観
形
成
基
準

配管類等の付帯設備はできる限り集約し、外壁と馴染む素材や色彩を用います。

機器類格納用の収納箱を建物本体と呼応するデザインで設置します。

外
壁
裏
側
に
集
約･

同
化
し
た

付
帯
設
備

外壁に同化した
階段ルーバー

【東京都目黒区】

建物のアクセントにもなる収納箱

人目につきやすい表通りでは、サイズは小さくても露出は避けます。

表通りの換気扇を木製の囲いで遮へい

周囲の街並みや壁面と一体化させます。

彩
度
を
落
と
し
た

消
火
栓壁面と同化させ

た設備の覆い

壁面と同化させ
た郵便受け

壁
面
色
と
調
和
さ
せ
た
雨
ど
い

【岐阜県高山市】
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形態意匠

色彩・素材

高さ・配置

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

 景観計画デザインガイドライン

車庫を主屋と一体化します。

主屋 車庫

主屋 ･車庫一体デザイン

【東京都目黒区】

団地本体と同じ外壁材のゴミ置き場

シャッターで普段は遮へい

比較的大きなゴミ置き場は、建物本体との一体化と同時に周辺環境との調和にも配慮します。

【木曽町】

周辺の街並み

ごみ置き場

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説
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景
観
形
成
基
準

3. 建築物　色彩・素材
3-1. 色彩

目を引くだけでなく、建物ファサード ( 正面 ) に品位ある表情を作るアクセント色活用を行います。

【東京都渋谷区：業務ビル】 【東京都渋谷区：業務ビル】

田園・集落系

景観形成基準の解説
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形態意匠

色彩・素材

高さ・配置

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

 景観計画デザインガイドライン

第３章　景観形成基準

アクセントカラー

地域 Ｒ系 ＹＲ系 Ｙ系 その他
田園・集落系 ３（３） ４（３） ４（３） ２（２）
住居系 ３（３） ４（３） ４（３） ２（２）
商業系 ６（３） ６（４） ４（４） ２（２）
工業系 ４（３） ６（４） ４（４） ２（２）
重点地区 ３ ３ ３ ２

色彩構成の考え方色色

Ａ

Ｂ

Ｃ
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景
観
形
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準

春

彩度　２

明度　６

冬

彩度　２

明度　５

秋

彩度　６

明度　５

夏

彩度　６

明度　４

春

彩度　１

明度　８

冬

彩度　３

明度　９

秋

彩度　６

明度　８

夏

彩度　５

明度　４

自然の色彩

マンセル表色系
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形態意匠

色彩・素材

高さ・配置

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

 景観計画デザインガイドライン

3-2. 素材

※素材に塗装で着色した場合には、色彩基準に適合する必要があります。( 色彩の項参照 )

第３章　景観形成基準

●地域で古くから使わ

れてきた建築材、伝

統工法材に注目する。

( 瓦、漆喰等 )

瓦

●自然素材の風合いや

エージング ( 経年 ) 効

果を生かす。(石材、木、

竹材、土等 )

●景観効果を生む人工

素材にも注目する。(金

属、コンクリート、タ

イル、壁面ガラス等 )

竹

漆喰

漆喰 レンガ

タイル

木／コンクリート

ガラス

木

コンクリート

金属

タイル

木／ガラス

土

石

景観形成基準の解説
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景
観
形
成
基
準

4. 建築物　外構デザイン ･敷地緑化

公園等大規模スペースの緑化では、樹木の下枝払い、目線以下の高さの生垣など死角を作らない配慮をする。

境界部から透けて見える程度の植栽

景観形成基準の解説



31

⑫
梓
川
地
区

色彩・素材

外構デザイン

形態意匠

高さ・配置

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

 景観計画デザインガイドライン

第３章　景観形成基準
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景
観
形
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基
準

道路部から出入り口の境界領域を植栽で一体化します。

道路 境界領域を緑化

工場敷地内に進路誘導する緑化

【伊那市】

外部とつながる
出入り口の動線に沿わせた緑化

景観形成基準の解説
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色彩・素材

外構デザイン

形態意匠

高さ・配置

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

 景観計画デザインガイドライン

接道部を家々の生垣や緑で連ねます。

連続する敷地の周囲を緑化して連ねます。

住戸

各家でリレーする緑樹の仕立て

沿道緑樹のリレー

敷地境界

る緑樹の仕立てる緑緑樹の仕立て家で家 リレ する家家でリレ するる

野生の森林で見られる異なる樹齢、地域の植生で見られる多様な樹種を、ランダムな密度でお互いが競争しながら共
存するよう計画します。
また、樹木の遺伝子にも配慮し、郷土性の豊かな風景を生み出しています。

【東京都千代田区】

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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景
観
形
成
基
準

既存の水路と敷際修景で景観的な魅力をアップします。

湧水を活かし、街角の潤いを演出します。

家々の水場とつながる水路

【滋賀県高島市】

水際の植栽

道を挟んで向かいにある「源智の井戸」
に呼応する水の仕掛け

湧水

既存水路への
落とし込み

永年にわたって引き継がれた屋敷林を守り、背景の山並みとともに豊かな田園風景を維持します。

田園風景に広がる豊かな屋敷林の
つながり

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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色彩・素材

外構デザイン

形態意匠

高さ・配置

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

 景観計画デザインガイドライン

駐車場や駐輪場の道路側部分を緑化します。

【兵庫県篠山市】

駐車場と歩道の境界部を緑化

通りに面した車両出入り口を最小限にします。

駐車場の敷地内を極力緑化します。

面を緑化すると、駐車していない時でも空虚感がなくなります。

【伊那市】

駐車場敷地の豊かな緑

床面緑化で庭と一体化

見通しを確保しつつ、
境界部を緑化

最小限の出入り口

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変
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ブロック等硬い素材の塀では、高さを抑える工夫により圧迫感を防ぎます。

金網フェンス等では、ツル性植物や低めの緑化で目立たなくします。

5. 工作物

5-1. 塀・擁壁／形態意匠

抑えた高さに加え、意匠や周辺風景に馴染む素材で長塀の圧迫感を減少させます。

フェンスを低く抑え緑化で覆う

低く抑える

塀表面の意匠工夫 ( 擬石 ) で硬質感を軽減

金属による視線の抜けで
圧迫感を軽減

長い塀では、高さの抑えや視線の抜ける
意匠で圧迫感を減じる

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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マウンドアップ ( 土塁 ) と緑化で段差部の印象をやわらげます。

段差部の丸み付け斜面と緑化が圧迫感を減少させます。

マウンドアップ

【伊那市】

石積みによる土留め

既存樹と、植栽による緑化

丸みのある段差部丸丸み丸みの丸みのあある段差部丸丸丸みみのある段差段差差部

5-2. 塀・擁壁／素材

擁壁面の意匠工夫と接地部の緑で殺伐感を減少させます。

【木曽町】

前面に歴史風景のレリーフ

緑の縁

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

 景観計画デザインガイドライン

擁壁前面に空地を確保、修景緑化し圧迫感を減少させます。

【スペイン】

圧迫感を感じない歩道

擁壁前の空地を緑化

擁壁

ツル性植物で間知ブロック積みの圧迫感を減少させます。

間知ブロック

ツル性植物

【東京都大田区】

塀の代わりに生垣を作ります。

塀の代わりに複合緑化を行います。

目線の高さに生垣を設け、駐車場を遮へい

【東京都目黒区】

高木と低木による複合緑化

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説
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伝統的に使用されている素材の活用や風土に合った素材の組合せを考えます。

現代的金属材と伝統素材の木材の組合せ コンクリートと木材 ( 枕木 ) を組合せた
現代的デザイン

角度で見え方が変わる木と瓦の塀 竹を使った和風の塀

伝統的な土と木の塀伝統的な瓦、漆喰、木、石の組合せ

5-3. 自動販売機

自動販売機の格納スペースを設け、主屋と一体化します。

主屋と一体の自販機格納部

壁面線に
配慮した

設置

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

 景観計画デザインガイドライン

【東京都八王子市】

山地丘陵付近においては、茶系（5YR2/1 近似値）により周囲の緑地と調和させています。

5-4. 携帯電話無線基地局等

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説
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5-5. 太陽光発電施設

植栽により、直接見えないよう工夫をしています。検討する場合は、市へ事前にご相談ください。

【富山県富山市】

植栽により、直接見えない工夫

太陽光発電施設

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

工作物

駐車場

夜間景観創出

土地の改変

 景観計画デザインガイドライン

5-6. その他、電気供給・通信施設

5-7. その他

電気供給・電気通信等は、できる限り公共の空間から目立たないように工夫します。

【東京都八王子市】

第３章　景観形成基準

植栽により、直接見えない工夫

景観形成基準の解説
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6. 建築物／工作物　駐車場

修景緑化で、通りに面した駐車場の露出を防ぎます。

【伊那市】

駐車場の道路沿いを緑化

駐車場

道路部

通りに面した建物の裏側に駐車場を配置します。

主要な道路 建物の裏側に駐車場を配置

緑化による
周囲の修景

周囲と調和した塀整備で、通りに面した駐車場の露出を防ぎます。

【岡山県倉敷市】

駐車場

周辺景観に馴染んだ源氏塀
( 上：漆喰、下：板張り )

往来

歩行者等が街並みの開放感、連続性が感じ、道路等から望見できる場を心地よさを感じられる場とするため、駐車場、
駐輪場はできる限り通りから見えない位置に配置します。やむを得ない場合は、緑化等により修景します。

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

駐車場

土地の改変

工作物

夜間景観創出

 景観計画デザインガイドライン

【東京都町田市】

【長野県小布施町】

第３章　景観形成基準

歩行者動線の塗装パターンを区別

駐車場

舗装材を玉砂利とし、駐車区域の区切りラインをデザイン上の工夫を凝らしています。

デザインされた区切りライン

駐車場の後ろ側に歩行者動線を設ける際は、車いす利用を考慮した上で、車止めなど物理的障壁を設置するなど安全
性を確保し、舗装パターンを変えるなど工夫を加えます。

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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【東京都足立区】

【東京都足立区】

周囲への圧迫感の軽減と、背景となる自然環境との調和が図られています。

壁面の緑化

周辺建物との調和

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

夜間景観創出

駐車場

土地の改変

工作物

 景観計画デザインガイドライン

7. 建築物／工作物　夜間景観創出

下や横方向への配光を基本とし、配光制御や遮光板設置等により天空や周辺への漏れ光を防ぎます。
検討する場合は、市へ事前にご相談ください。
※良好な生活環境の保全に関する条例（県条例）における光害 ( ひかりがい ) の防止に関する規定を遵守する必要
があります。

不快な眩しさを与えない光源を用い、また光源を激しく動かしたり点滅させたりしません。

【東京都中央区】

眩しくなく柔らかな拡散光

漏れ光のない町の夜空 漏れ光のない通りの夜空【スペイン】 【東京都中央区】

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説
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安全を維持する明るさは保ちつつ、自然環境や田園環境を光害にさらさない照明環境とします。

田園を光害にさらさない、通りに漏れる
家々の明かりと、安全を維持する街灯

田園に写る街灯の光

暗さが保たれ、穏やかな夜の田園

屋敷林のシルエット

タイマー ･センサー等により必要に応じ間引き点灯や深夜消灯、照明レベルの制御を行います。

店舗 1階やショーウインドー部のみに
限定した明かり

景観形成基準の解説
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高さ・配置

形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

工作物

土地の改変

駐車場

夜間景観創出

 景観計画デザインガイドライン

土地の改変に際し、敷地内の自然を極力保全活用します。

【ドイツ】
既存の水辺活用と樹林の保全

既存の水辺

既存の樹林

8-2. 開発行為又は土地の形質の変更

高さを抑え、堆積物を植栽で遮へいします。( 写真は合成 )
※廃棄物処理法や宅地造成及び特定盛土等規制法などの関連法令も遵守する必要があります。

8．屋外物件堆積 ･土地の形質の変更ほか
8-1. 屋外物件堆積

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説



50

景
観
形
成
基
準

広大な法面はできる限り緑化し、圧迫感を避けます。

できるだけ緩やかな勾配

既存樹も活用し、緑化

小段を設け法面の巨大化を避けます。

小段擁壁

小段の緑化

小段

擁壁

【スペイン】

小段

景観形成基準の解説

景観形成基準の解説
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形態意匠

色彩・素材

外構デザイン

工作物

土地の改変

駐車場

夜間景観創出

 景観計画デザインガイドライン

既存樹

道路から見え

ないよう工夫
客土等による復元

8-3. 土石の採取又は鉱物の掘採

第３章　景観形成基準

景観形成基準の解説
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第 4章　眺望景観

1．眺望景観の配慮の考え方

2．松本市の眺望景観・眺望点と景観誘導の考え方

3．眺望景観の配慮指針（景観区域別）
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　松本市は松本盆地内に市街地、田園が広がり、
市域を含む東西方向に連なる山並みがこれらを
囲み、良好な眺望景観を有しています。北アル
プスを構成する名山などの連なりや東山への眺
めは活かすべき重要な眺望対象です。
　さらに松本城も市を代表する歴史的ランド
マークとして重要な眺望対象です。
　それらを眺める場所として、松本城内をはじ
めとして、駅や主要公共施設、観光施設など拠
点となる場所の展望施設、景観軸となる道路や
橋りょう、里山の見晴らしの良い公園の他、広
がりのある田園地内などがあり、これら様々な
場所に良好な眺望景観があることを松本市の個
性とし、前景となる場所での建築等の行為にお
いては眺望景観を尊重した景観形成が求められ
ます。

山並み・田園と市街地を一望する眺望点

歴史的景観区域におけるランドマーク松本城

松本の地形構造と様々な眺望景観

1. 眺望景観の配慮の考え方

松松本本市市のの個個性性ととししてて眺眺望望景景観観をを尊尊重重すするる

台地・丘陵地から
松本平の市街地や
田園とともに山並
みを眺める

まちなかで、
周辺のまち並
みの先に松本
城を眺める

中心市街地のまち並
みの先に山並みを眺
める

松本城から
山並みを眺
める

川沿いの空間
の広がりとと
もに山並みを
眺める

広がりのある田園
や自然、集落とと
もに山並みを眺め
る



 第 4 章　眺望景観 

景観計画デザインガイドライン
55

⑫
梓
川
地
区　優れた眺望景観を維持・向上していくためには、まず眺望の主対象への視認性を確保すること、

前景となるまち並みや田園との調和を図ること、さらに視認される山並みの一体的な自然景観と
の調和を図ることが求められます。

眺望の主対象に対する視認性
の確保
●稜線（特に山の頂部など象
徴的な形）への視認性を遮
らない。
●長大な壁面や突出する構造
物などで稜線を大きく遮ら
ない。

前景となるまち並みや田園と
の調和
●前景となるまち並みとの調
和を図る
●特にまち並みの上部に大規
模な面での高彩度色、極端
な低明度・高明度色の使用
など、背景に違和感を与え
る構造物の設置を避ける。

視認される山並みの麓と上部
との調和
●山並みの麓を縁どる緑の連
なり（斜面緑地など）との
調和を図る。
●特に造成地の長大な擁壁や、
空地への過度な光沢を伴う
構造物の大々的な設置を避
ける。 ×好ましくない例

×好ましくない例

〇配慮の例

〇配慮の例

優優れれたた眺眺望望景景観観をを維維持持・・向向上上ししてていいくくたためめのの基基本本的的なな配配慮慮のの考考ええ方方

※特に市街地内などでの高層建築物、塔状構造物などについて配慮が必要。

※特に眺望点周辺の建築物上部、屋外広告物などについて配慮が必要。

※特に郊外部の眺望点周辺の緑地・田園付近などにおいて配慮が必要。

×好ましくない例

稜線を大きく遮っ
ている

けばけばしく、過
大な広告が眺望景
観を損ねている

田園や山並みへの眺望景観と不
調和な構造物がむき出しになっ
ている。

・生垣や自然素材による目隠し
・敷地内の緑化
・光沢素材を避ける

地色を建物に合わ
せ、文字の大きさ
や彩度も控えめに
する

建物上部の壁面後
退により、頂部へ
の眺望確保

周辺のまち並みと
のボリューム差を
緩和

〇配慮の例
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　視界の開けた場所を視点場とし、山並みや田
園を広く見渡す眺望景観。
　山岳景観区域の山頂（王ヶ鼻）や、山地丘陵
景観区域の縁（城山公園など）などから松本盆
地の市街地、田園、河川などを望む眺望点や、
中心都市景観区域の松本駅（アルプス口）など
を選定しています。

　特定対象物として松本城を挙げ、天守閣、庭
園、堀などを直近に、周辺の山並みを遠景に望
む松本城の 6地点を選定しています。

　特徴的な視点場として、松本城大手門枡形跡
広場を選定しています。

　景観計画では、市内の眺望景観を大きくは「パノラマ（見晴らし）」「ビュー・コリドー（見通し）」
に分類し、これらが景観の変化を連続的に体験できる通りを「シークエンス」としています。 
　また、上記の別を問わず、眺望の主対象物の特異性により選定する眺望景観を「特定対象物」、
視点場の特異性による眺望景観を「特徴的な視点場」として取扱っています。

　道路・河川など見通しのきいた場所を視点場
とし、沿道・沿川の並木やまち並みとともにア
イストップに特徴的な山や構造物、森などを望
む眺望景観。
　歴史的景観区域の中町通りや中心都市景観区
域内の千歳橋（女鳥羽川）、市街地景観区域内
の見晴橋などを選定しています。

　道路沿いなどに連続的に眺望点が存在し、移
動に伴って景観の変化を体験できる眺望景観。
中心都市景観区域のあがたの森通り、田園景観
区域の安養寺前、山地丘陵景観区域の番場橋を
選定しています。

パノラマ：見晴らし

特定対象物（松本城） 特徴的な視点場（松本城大手門枡形跡広場）

ビュー・コリドー：見通し

シークエンス

2. 松本市の眺望景観・眺望点と景観誘導の考え方

松松本本市市のの眺眺望望景景観観ののタタイイププ
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※各眺望点の位置は事項「3. 眺望景観の配慮指針（景観区域別）」に掲載する景観区域別地図参照

番号 眺望点名称 タイプ 景観区域 景観類型
① -1 松本城 - 公園南東 - 特定対象物 歴史的景観 お城地区
① -2 松本城 - 管理事務所前 - 特定対象物 歴史的景観 お城地区
① -3 松本城 - 本丸庭園 - 特定対象物 歴史的景観 お城地区
① -4 松本城 - 公園南西 - 特定対象物 歴史的景観 お城地区
① -5 松本城 - 天守最上階 - 特定対象物 歴史的景観 お城地区
① -6 松本城 - 外堀の桜並木 - 特定対象物 歴史的景観 お城地区
② 千歳橋 ビュー・コリドー 歴史的景観・中心都市景観 お城南地区・中央西地区
③ 松本駅お城口 ビュー・コリドー 中心都市景観 中央西地区
④ 松本駅アルプス口 パノラマ 中心都市景観 松本駅西地区
⑤ 伊勢町通り国道 143 号交差点 ビュー・コリドー 中心都市景観 中央西地区
⑥ 常念通り・ポケットパーク ビュー・コリドー 中心都市景観 北松本地区
⑦ 松本城大手門枡形跡広場 特徴的な視点場 歴史的景観 お城地区・お城南地区
⑧ あがたの森通り ビュー・コリドー /シークエンス 中心都市景観 中央東地区
⑨ 伊勢町 -本町交差点 ビュー・コリドー 中心都市景観 松本駅西地区
⑩ 天神小路 ビュー・コリドー 中心都市景観 中央東地区
⑪ 中町通り ビュー・コリドー 歴史的景観 お城南地区
⑫ 弘法山 パノラマ 山地丘陵景観 東部地区
⑬ 王ヶ鼻 パノラマ 山岳景観 美ヶ原山麓地区
⑭ 針塚古墳 パノラマ 山地丘陵景観 東部地区
⑮ 見晴橋 ビュー・コリドー 市街地景観 南部地区
⑯ スポーツ橋 ビュー・コリドー 市街地景観 松本北地区
⑰ 城山公園展望台 パノラマ 山地丘陵景観 アルプス公園周辺地区
⑱ 番場橋 パノラマ /シークエンス 山地丘陵景観 北部・四賀地区
⑲ 安養寺前 シークエンス 田園景観 河西部～波田地区

　景観計画では、松本の優れた眺望を視認でき、かつ眺望景観に影響を与える大規模な行為の誘
導が求められる場所を眺望点として １９箇所２４地点を 選定しています。　

　景観計画では、眺望点については、
それぞれの地点からの見え方に応じ
て配慮指針を定めています。
　眺望の対象は眺望点となる場所か
らの視距離によって近景（概ね 400
ｍ以内）、中景（概ね 2.5 ｋｍ以内）、
遠景（中景よりも遠く）に分類され
ますが、配慮指針は主に、建築群の
スカイラインや大規模建築物等の色
彩が認識され、眺望対象への配慮が
特に必要となる近・中景の領域での
行為を対象とした景観誘導を目的と
して定めるものです。

眺眺望望点点のの設設定定

眺眺望望点点かかららのの視視距距離離にによよるる見見ええ方方にに配配慮慮ししたた景景観観誘誘導導
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②

⑨

⑪

⑦

⑤

⑥

③
⑩

⑧
④

①-1

①-2
①-3

①-4

①-5

①-6

Ｎ
1km0

ビュー・コリドー

視点場

視点場

視点場

パノラマ

凡例

シークエンス

お城地区
（重点地区）

お城東地区

お城南地区
（重点地区）

中央東地区中央西地区

松本駅西地区

北松本地区

3. 眺望景観の配慮指針（景観区域別）

歴歴史史的的景景観観区区域域・・中中心心都都市市景景観観区区域域
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●松本城からの眺望への配慮（① -6）

●松本城からの眺望への配慮（① -5）

　松本城を中心として、江戸期から近代を経て育まれた歴史的景観と東西の山並み（美ヶ原・北ア
ルプス）を主題とした松本市の歴史的イメージを象徴する景観を望む眺望点を選定しています。
　特にお城地区内では松本城を視点場とし、天守閣や庭園などと遠景の山並みを眺める東西仰角
に基づき高度地区が定められており、これを念頭に、さらに建築物や工作物（屋外広告物）の色
彩等における配慮を誘導します。（① -1 ～ 6）
　また、千歳橋（②）、松本城大手門枡形跡広場（⑦）や中町通り（⑪）はビューコリドーの眺望
景観として、アイストップへの視認性確保や周辺からの突出を避けることに配慮を誘導します。

配慮指針の要約書き込み

例：外堀の桜並木

例：天守最上階

歴史的景観や桜並木と
調和した形態意匠

北アルプスの山並みへの
視認性の確保

歴史的景観との調和に配慮し、まち並みから突出しない
形態意匠・色彩の建築物・工作物・広告物

大規模な建築物の壁面の分節化
色彩・素材の工夫

北アルプスの山並みへの
視認性の確保

歴史的景観区域の眺望点
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　松本駅からの眺めは市の玄関口でもありますが、あがたの森や美ヶ原をアイストップとした
ビュー・コリドーを望む松本駅お城口（③）、東西自由通路の正面をガラス張りとして北アルプス
のパノラマを望む松本駅アルプス口（④）が眺望点となっています。
　また、まちなかは伊勢町通り（⑤⑨）やあがたの森通り（⑧）といった大通り、城下町の名残
を留める天神小路（⑩）などのビュー・コリドーがあり、それぞれまち並みとアイストップの緑
や山並みなどとの関係性で松本の中心市街地内を特徴づける眺望景観となっています。
　松本駅の東西２つの眺望点は、それぞれ市街地を山が囲む関係性や都市構造を印象づけるため、
特に駅前の建築物の壁面や屋外広告物が周囲から突出しないよう、落ち着いた外観の形態意匠を
誘導します。
　また、まちなかのビュー・コリドーについてはそれぞれのまち並みの個性、山並みへの視認性
をを維持するため、現状のまち並みとの連続性に配慮した建築物・工作物や屋外広告物の形態意
匠を誘導します。

●松本駅からの眺望への配慮（③④）

●ビュー・コリドーの眺望への配慮（②⑦⑪）

中心都市景観区域の眺望点

配慮指針の要約書き込み

例：千歳橋

壁面線、色彩・素材などの工夫
見通し線上の緑化修景によるまち並みのまとまり確保

大規模な建築物の壁面の分節化
建築物の頂部は外壁面と一体性を持たせる

特にアイストップに位置する
大規模な壁面の緑化修景

山並みへの視認性の確保

まち並みから突出しない形態・色彩の建築物・工作物・広告物

例：松本駅アルプス口

北アルプスの山並みへの視認性の確保

駅前広場に面する建築物、工作物、
屋外広告物の落ち着いた
外観の形態意匠
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●伊勢町通りの眺望への配慮（⑤⑨）

●あがたの森通りの眺望への配慮（⑧）

配慮指針の要約書き込み

配慮指針の要約書き込み

●常念通りの眺望への配慮（⑥） ●天神小路の眺望への配慮（⑩）

壁面線、色彩・素材などの工夫、通り沿いの植栽の工夫

壁面線、色彩・素材などの工夫
まち並みから突出しない形態・色彩の建築物・工作物・広告物

深志神社参道にふさわしい低中層のまち並みスカ
イラインと歴史的眺望に配慮した落ち着いた意
匠・色彩の建築物・工作物・広告物

低層を基調としたまち並みスカイラインと落ち着
いた意匠・色彩の建築物・工作物・広告物

まち並みから突出しない形態・色彩の建築物・工作物・広告物

例：松本市美術館前付近

例：浄念寺通り・ポケットパーク
例：天神小路

例：中央一丁目交差点

山並みへの視認性の確保

山並みと深志神社への視認性の確保常念岳への視認性の確保

景観資源との調和

山並みへの視認性の確保

特にアイストップに位置する
大規模な壁面の緑化修景

特にアイストップに位置する
大規模な壁面の緑化修景
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●水辺の眺望（ビューコリドー）への配慮（⑮⑯）

　市街地景観区域内の眺望点 2地
点はいずれも松本北地区内にあ
り、薄川沿いの松商学園と松本工
業高校を結ぶ形で架かる見晴橋
（⑮）、女鳥羽川沿いの松本市総
合体育館と松本市野球場を結ぶス
ポーツ橋（⑯）といずれも水辺沿
いのビュー・コリドーです。
　やや広がりのある水辺と緑の連
なり、低層を基調とした落ち着い
たまち並みのアイストップに山並
みを望む心地良い眺めを維持する
ため、景観のまとまりを損ねない
建築物、工作物の形態や色彩等に
おける配慮を誘導します。

0 1 2 3 4 5km

⑮

⑯

配慮指針の要約書き込み

3km0

ビュー・コリドー

凡例

視点場

Ｎ

浅間温泉地区

松本北地区

南部地区

美ヶ原温泉地区

例：スポーツ橋

壁面線、色彩・素材などの工夫
見通し線上の緑化修景によるまち並みのまとまり確保

特にアイストップに位置する
大規模な壁面の緑化修景

山並みへの視認性の確保

まち並みから突出しない形態・色彩の建築物・工作物・広告物

市市街街地地景景観観区区域域
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●道すじの眺望（シークエンス）への配慮（⑲）

　田園景観区域では、あずさ街
道（国道 158 号）沿いがアルピコ
交通上高地線と並走する安養寺前
（⑲、新村駅交差点～安養寺前）の
眺望点を選定しています。
　道すじに視点場が複数存在し、
田園の広がりから集落のまち並み
へと変化する沿道景観のアイス
トップに連続的に山並みを望む眺
望景観を維持するため、建築物、
工作物の形態や色彩等における配
慮を誘導します。

Ｎ
0 1 2 3 4

⑲

シークエンス
凡例

視点場

梓川地区

波田地区

河西部地区

北アルプスの山並みへの
視認性の確保

北アルプスの山並みへの
視認性の確保

景観資源と調和した
広告物等

沿道の花などの演出

景観資源と調和した
広告物等

田園景観と調和した
集落の景観

5km0

例：安養寺前

Ｎ

田園景観区域の眺望点

田田園園景景観観区区域域
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　山地丘陵景観区域は松本市街地
北部～東部・東南部を取り巻き、
選定した眺望点４地点のうち城山
公園展望台（⑰）、弘法山（⑫）
が市街地縁辺の高台に位置し、近
中景に市街地の建築群、遠景に山
並みを望む眺望景観を有していま
す。
　これら豊かな自然・田園に囲ま
れた松本市街地の都市構造を体感
できる眺望景観を維持するため、
近中景域の建築物、工作物につい
て、特に視認されやすい上部での
形態や色彩、屋上広告物等におけ
る配慮を誘導します。
　この他、川沿いに田園が広がる
里山辺の針塚古墳（⑭）、山間部の
谷間集落を望む番場橋（⑱）が眺
望点として選定されており、それ
ぞれ周辺集落地の建築物、工作物
について、自然・田園景観と調和
した落ち着いた形態意匠への配慮
を誘導します。

山地丘陵景観区域の眺望点

Ｎ
0 1 2 3 4 5km

⑫

⑭

⑰

⑱

5km0

パノラマ

シークエンス

凡例

視点場

視点場

Ｎ

北部・四賀地区

アルプス公園
周辺地区

東部地区

東南部地区

山山地地丘丘陵陵景景観観区区域域
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●市街地縁辺部の眺望点（⑫⑰）

●里山辺田園内の眺望点（⑭）

●山間部の眺望点（⑱）

配慮指針の要約書き込み

配慮指針の要約書き込み

例：弘法山

例：針塚古墳

例：番場橋

山並みや田園景観と調和した市街地
景観形成への配慮

山並みや田園景観と調和した
景観形成への配慮

大規模な建築物は特
に落ち着いた外観とする

北アルプスの山並みへの
視認性の確保

北アルプスの山並みへの
視認性の確保

山並みや田園景観との調和に配慮し、
まち並みから突出しない形態意匠・
色彩の建築物・工作物・広告物
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　山岳景観区域の眺望点は、王ヶ鼻の山頂 ( ⑬、
標高 2,008m) であり、付近に高い山がないため
360°の大パノラマが広がり、雲上から松本市街
地や周囲の山並みを良く見渡せます。
　盆地が山並みに囲まれている都市の構造を実
感できる眺望景観を維持するため、建築物、工
作物について、特に視認されやすい上部での形
態や色彩、屋上広告物等における配慮を誘導し
ます。

山岳景観区域の眺望点

●王ヶ鼻の眺望点（⑬）

Ｎ
0 1 2 3 4 5km

⑬

パノラマ

凡例

視点場

Ｎ 5km0
Ｎ

美ヶ原山麓地区

市街地のまち並みや色彩のまとまりに配慮し、
周辺から大きく突出しない形態意匠とする

山山岳岳景景観観区区域域
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第５章　屋外広告物

1．屋外広告物の種類と地域分類

2．規模と形態

3．色彩 ･素材



68

屋
外
広
告
物 　屋外広告物とは、常時又は一定の期間継続して屋外で公衆に表示される ( 誰でも見ることができる )

はり紙、はり札、立看板及び広告旗並びに広告塔、建築物等に表示 ･設置される看板などを言います。
また、個人や法人の名称 ( 表札など )、商品名などの文字表示から標識やシンボルマークなどの記号表
示や学校の運動会のポスターなど営利を目的としたものでないものも屋外広告物に含まれます。

●屋外広告物は、情報を伝達するだけでなく、街を活気づける役割も果しています。その反面、無秩序に表示 ･設
置されると、景観が損なわれたり、倒壊や落下により歩行者等に危害を及ぼす恐れもあります。

屋外広告

物の種類

1. 屋外広告物の種類と地域分類
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区地域分類

景観計画における土地利用規制地域と、屋外広告物条例の規制地域の関係

景観計画の
土地利用規制
地域

都市計画法の
用途地域

屋外広告物の規制地域

禁止区域
第１種
許可地域

第２種
許可地域

第３種
許可地域

第４種
許可地域

第５種
許可地域

特別
規制地区

自然緑地系 自然公園区域 △ 1 ○

田園集落系 用途地域外 ○ △ 3 △ 9

市街化調整区域 ○ △ 4 △ 7

住居地系 第１種低層住居
専用地域

○

第２種低層住居
専用地域

○

第１種中高層住居
専用地域

○

第２種中高層住居
専用地域

○

第１種住居地域 △ 2 △ 5

第２種住居地域 ○

準住居地域 ○

商業地系 近隣商業地域 ○ △ 7

商業地域 △ 6 ○ △ 8

工業地系 準工業地域 ○ △ 7

工業地域 ○ △ 7

工業専用地域 ○

重点地区 ○

( 注 )
△ 1：保安林
△ 2：第１種住居地域で主要道路沿いを除く
△ 3：梓川倭商業集積地域 ( 倭北交差点北市境から倭交差点まで )
△ 4：市街化調整区域で国道１５８号沿い
△ 5：第１種住居地域で主要道路沿い
△ 6：商業地域で温泉地域
△ 7：第３種許可地域は、国道１９号沿い両側各３０ｍ
△ 8：松本駅東口広場周辺２０ｍ以内
△ 9：安曇地区 ( 中部山岳国立公園を除く旧安曇村地域 )
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2. 規模と形態
2-1. 規模 ･配置

景観計画

田住商工重

屋外広告物

第 1種許可地域

●突出した規模のものは避け、景観の見え方を意識した配置とする。

背景の山並みの眺めを阻害しない

山裾まで見通せる空間を確保する
と、景観は雄大な印象となる

山並みのスカイラインを超える規模

道路からの視線をさえぎる配置

背景の山並みや、建物のスカイラ
インを越えている

●周辺との調和に配慮し、街並みを阻害しない配置、規模とする。

背景の山並みを超えない

建物のスカイラインを意識

空が広く、ゆったりとした印象の景観

景観計画

田住商工重

屋外広告物

第 2種許可地域
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壁面を埋め尽くす広告物

圧迫感のある屋上広告物

壁面の地色の彩度を落とすと、小さな文字で
も浮き出して見える

屋上広告物の圧迫感をなくす

景観計画

田住商工重

屋外広告物

第 3種許可地域 建物のスカイラインを越えている

●建物のスカイラインをそろえ、街並みを整える。
●車両運転者の視界をさえぎらず、圧迫感のない規模とする。

建物のスカイラインをそろえる

圧迫感が軽減され、目指す建物も探しやすい

視界をさえぎり、圧迫感を感じる街並み
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●山並みのスカイラインをさえぎるほど高く、建物とのバランスを無視した広告物は、賑わ
いよりも煩雑さを印象付ける。

景観計画

田住商工重

屋外広告物

第 4種許可地域
第 5種許可地域

●建物のスカイラインや、壁面広告物のラインをそろえる。
●歩行者の見やすさを考慮した配置とする。

壁面広告物のラインがそろわず、
煩雑なイメージ

圧迫感のある屋上広告物

切文字による圧迫軽減

壁面線がすっきりとして整った街並み

歩行者が見やすい位置
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●枠を付ける。 ●縦長にする。

●周辺の景観に配慮し、広告物本体のデザインコンセプトに合わせた形態 ･意匠を工夫する。

地上

独立広告物

●植栽を施す。 ●自然素材を利用し、素材感を大切にする。

2-2. 形態 ･意匠

屋上広告物

絵が描かれた屋上広告物

広告や宣伝が描かれた屋上広告物

●周辺環境に配慮した地色
●ロゴ、名称に留める

●切文字を利用する
●屋外広告物の高さは、景観計画の高さ制限を遵守する。( 高さの基準は屋上看板を含めた高さ
となります。)
●煩雑なイメージを避け、圧迫感のないデザインとする。

壁面広告物

広告や宣伝 ･絵が大きく描かれた壁面広告物

様々な情報が雑然と配置された壁面広告物

●必要最小限の情報を一列に表示した壁

面広告物
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デザイン例

景観との

呼応

蔵づくりの家並みに合う書体と形態で一体的にデザイ
ンされている

松本城へ通じる表通りに配置され、地区のイメージが
考慮されている

海の写真をビジュアルとして、

デザイン化している

●地域の特色や特徴をデザイ

ンに取り入れたり、モチーフ

として用いる。

【神奈川県横須賀市】
ＳＤＡ最優秀賞：
( 社 ) 日本サインデザイン協会
ＨＰ

敷地の緑を残し、自然素材および視線が抜けるデザイ
ンを施して、周辺の自然景観に溶け込ませている

丸みを付けた低い盤面と修景緑化により圧迫感を減じ
た大型サイン
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サインの盤面に森林の画像を用い、周囲の自然景観に
同化させたサイン【スペイン】

隣接する歴史的建物と、造形的な街灯のデザイン性を
阻害しない控えめな垂れ幕【スペイン】

独立広告物の高さを抑えつつも運転手の目を引きよせ
る機能を維持し、開放感のある景観も保っている
【箱根町】

敷地境界部への植栽により無機質になりがちなロード
サイドに潤いを与え、のぼり旗を組み合わせることで
アイキャッチにも役立てている【鎌倉市】

切文字を壁面から離して設置し、素材に金属を使用して、比較的小さな文字をクリアに見せている

小さな工夫

でも目を引

く上品なサ

イン

ロードサイ

ドでのメリ

ハリを利か

せたサイン
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伝統的に利用されてきたサインで、商いの中身がダイ
レクトに伝わる原型的サイン

民族歴史博物館にある案内板。館内に復元された家屋
の形態に合わせている【ドイツ】

歴史的に使用されてきた象徴的なサイン ( 杉玉 ) を用
い、街並みに合わせたメモリアルな工作物に仕立てて
いる

豪奢な建物に対して、シンプルだからこそ明快な表示
効果を生んでいるサイン
( 右上ト音記号 )

蔵づくりの壁に埋め込み、壁面の彫り形状にも配慮が
なされ、優雅に仕上がったサイン

通りのイメージに合わせたファサード ( 看板建築 ) に
一体化された透かし彫りサイン
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建物との

調和

隣接する蔵づくりの建物や、伝統的な板塀に呼応した
サイン

店舗建物に伝統的な意匠を採用し、サインも一体的に
デザインされている

伝統的な意匠と地域素材である

焼板杉の壁面に印されたステン

レスの切文字によるサイン

●地域らしさに新たな感性を取

り込む。

【岡山県岡山市】
ＳＤＡ最優秀賞：
( 社 ) 日本サインデザイン協会
ＨＰ

低彩度の壁面と同色彩の切文字による店舗マーク
【東京都千代田区】

伝統的な軒灯を現代風にアレンジ
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3. 色彩・素材
3-1. 色彩

マンセル表

　屋外広告物条例では、色彩を正確に表すため、日本工業規格 Z8721 に定める色相、明度及び彩
度の三属性を「マンセル表色系」により表しています。
　景観計画に関わる色彩制限ついては、『景観計画』77P ～ 81P( 図 3-(4)- イ ) を参照してください。

色彩の調整

使用する色相は同じでも地と図を反転させたり、明度を落とすなどの工夫で、周辺の街並みに合った落ち着いた
色彩となる。

地
色
と
文
字
の
色
を

通
常
と
反
転

一
般
的
な
サ
イ
ン

【軽井沢町】

禁止地域・第１種許可地域及び特別規制地区：

その他許可地域　　　　　　　　　　　　　：

色相 彩度の制限値 明度の制限値
0.1R ～ 10R

8 以下
制限なし0.1YR ～ 10YR

0.1Y ～ 10Y
その他 6以下

禁止地域、第 1種許可地域の色彩制限
色相 彩度の制限値 明度の制限値

0.1R ～ 10R

10 以下 制限なし0.1YR ～ 10YR
0.1Y ～ 10Y
その他

第 2種、第 3種、第 4種、第 5種許可地域の色彩制限
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地の木材の風合いを、ありのままで表現したサイン
格子状のサイン盤面から障子風の建具が透けて見え、
違和感のない仕上がり【岐阜県高山市】

3-2. 素材

盤面に金属素材を利用しているが、木材を組合せるこ
とで、柔らかい印象となる

観光地の視点場に立つガラス盤面の案内看板
【タイ】

盤面形状の工夫で、材料の無味乾燥さを感じさせない
コンクリート材

自然素材の石をそのまま利用したサイン【アメリカ】 伝統的な布素材の日除けのれん

素材使用例



80

屋
外
広
告
物 素材は、カラーコーンとエプロン

本来の用途とは違う素材を使い、見事にデザインされたサイン

移動看板移

工事地の仮囲い

工事現場の仮囲いも、短期間にせよ、街並みの一部として工夫したい

【東京都千代田区】

ＳＤＡ奨励賞：( 社 ) 日本サインデザイン協会ＨＰ

【京都府京都市】
ＳＤＡ最優秀賞：( 社 ) 日本サインデザイン
協会ＨＰ


